平成1６年度　第１回　アナログ３種　法規科目

  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」及び「工事担任者規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　 (小計25点)
(1)　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　電気通信とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

B　電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の用に供することをいう。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　電気通信事業に従事する者は、在職中（　イ　）の取扱中に係る通信に関して知り得た（　ウ　）の秘密を守らなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点×2＝10点)
	①　利用者　　　　　　②　他　人　　③　企　業

④　電気通信事業者　　⑤　個　人　　⑥　公　共


(3)　 次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　専用設備に自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者を要する。

B　航空機に設置する端末設備（総務大臣が別に告示するものに限る。）を電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　アナログ第3種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が1を超えるものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

B　アナログ第3種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が1のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」及び「有線電気通信法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計25点)
(1)　工事担任者は、氏名に変更が生じたために資格者証の訂正を受けようとするときは、所定の様式の申請書に（　ア　）を添えて、総務大臣に提出しなければならない。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　当該資格者証及び住所を記載した書類

　②　当該資格者証又は氏名及び生年月日を記載した書類

　③　当該資格者証及び変更の事実を証明する書類

　④　当該資格者証又は試験に合格した日若しくは養成課程を修了した日を証明する書類


(2)　工事担任者がその資格者証の返納を命ぜられた場合は、その処分を受けた日から（　イ　）以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときも同様とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　10日　　②　1ヶ月　　③　3ヶ月


(3)　有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び使用を（　ウ　）し、有線電気通信に関する（　エ　）を確立することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点×2=10点)
	　①　促　進　　②　確　保　　③　調　整　　④　規　律

　⑤　制　度　　⑥　基　盤　　⑦　秩　序　　⑧　基　準


(4)　有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の（　オ　）（無線通信用の有線連絡線を含む。）をいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　屋外設備　　②　電気的設備　　③　附属設備　　④　固定的設備


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　(小計25点)
(1)　アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点において（　ア　）の接続形式で接続されるものをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　2線式　　②　4線式　　③　プラグジャック方式


(2)　端末設備は、事業用電気通信設備との間で（　イ　）（電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。）を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　反響音　　②　側音　　③　鳴音


(3)　次の二つの記述は、（　ウ　）。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間において、使用電圧が300ボルト以下の場合にあっては、0.2メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。

B　端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が100オーム以下となるように接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、この限りでない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として、（　エ　）の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　音　声　　②　影　像　　③　音声及び影像


(5)　次の二つの記述は、（　ウ　）。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止する機能を備えなければならない。

B　配線設備等の評価雑音電力（通信回線が受ける妨害であって、人間の聴覚率を考慮して定められる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。）は、絶対レベルで表した値で定常時においてマイナス64デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス58デシベルいかでなければならない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　 (小計25点)
(1)　アナログ電話端末の基本的機能と発信の機能について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
A　アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開くものでなければならない。

B　発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号終了後1分間以内に直流回路を閉じるものでなければならない。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　アナログ電話端末の選択信号がダイヤルパルスの場合にあっては、ダイヤル番号とダイヤルパルス数は、（　イ　）でなければならない。ただし、ダイヤル番号「0」は10パルスとする。 (5点)
	　①　ダイヤルパルスの種類ごとに異なるもの　　②　異なるもの　　③　同　一


　　　（注）　ダイヤルパルスの種類とは、10パルス毎秒方式及び20パルス毎秒方式をいう。

(3)　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、（　ウ　）メガオーム以上でなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (5点)
	　①　1　　②　2　　③　3


(4)　アナログ電話端末の選択信号がダイヤルパルス信号である場合、その信号のミニマムポーズとは、（　エ　）をいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　隣接するパルス列間の休止時間の最小値

　②　ダイヤルパルスのブレーク時間の平均値

　③　選択信号の送出開始から送出終了までの時間の最小値

　④　ダイヤルパルスのメーク時間の最大値


(5)　通話の用に供しないアナログ電話端末にあっては、4キロヘルツまでの送出電力の許容範囲は、マイナス（　オ　）dBm（平均レベル）以下で、かつ、0dBm（最大レベル）を超えないものでなければならない。ただし、dBmは絶対レベルを表す単位とする。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　1　　②　8　　③　20


解答

第１問（ア）③　（イ）④　（ウ）②　（エ）②　（オ）③

第２問（ア）③　（イ）①　（ウ）④　（エ）⑦　（オ）②

第３問（ア）①　（イ）③　（ウ）③　（エ）①　（オ）③

第４問（ア）①　（イ）③　（ウ）①　（エ）①　（オ）②

